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ＳＤＧｓの認知度は、89.4％まで向上

「認知」から「行動」のステージへ

（令和5年度県民ニーズ調査より）
2030年まで残り6年弱。ＳＤＧｓ達成のために…

●地域で活動する多様な主体による積極的な取組が不可欠

●様々な主体と連携することにより、多様な価値を協創する

SDGs達成に向けた取組を加速するために…

※2020年より「行動の10年」がスタート



１ これまでの実績

（１）パートナーミーティング実施状況

（２）かながわSDGsパートナー 連携実績
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１－１ パートナーMTG

日 程 原則月１回定例開催

目 的
パートナーのSDGsに関連する取組の拡大、パートナー間のビジネスマッチ
ングの促進、情報交換等

場 所 オンライン（Zoom）／年1～2回の対面開催

内 容

１ ＳＤＧｓの取組拡大に関するパートナー間ビジネスマッチング

２ 生活困窮等の社会的課題解決に向けた情報交換等

３ パートナーのＳＤＧｓ推進に関する意見交換・議論

（社内におけるＳＤＧｓ浸透の手法等）

４ ＳＤＧｓに関する情報提供
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Ｒ４ テーマ

６月 登録者説明会～県の取組と連携～

７月 企業の取組共有

８月 子供の貧困対策～フードドライブ～

９月 地域連携

10月 誰でもできるプラごみゼロアクション

11月 循環型経済（サーキュラーエコノミー）

12月
子どもの貧困対策に取組むＮＰＯ支援
＜横浜銀行・横浜国大共催＞

１月
(2月2日)

みんなのＳＤＧｓ取組発表等
＜テクニカルショー・ヨコハマ併催＞

２月
シャレン！
～Jリーグ県内６チームした社会課題解決～

３月
SDGsの更なる推進
～DX導入・活用説明～ / 連携まとめ

Ｒ５ テーマ

５月 ウェルビーイング（健康経営）

７月 地域から進める脱炭素社会実現に向けた取組み

８月 子どもの貧困対策～フードドライブ～

９月 中小企業における災害対策（ＢＣＰ）

10月 ダイバーシティ・多様な人材の活用

11月 子どもや若者世代に向けた取組

12月
藤沢市・小田原市・厚木市と合同ミーティング
（各市町村パートナーの連携好事例の発掘・連携促進）

１月
(2月8日)

みんなのＳＤＧｓ取組発表等
＜テクニカルショー・ヨコハマ併催＞

２月
学童保育や学校とSDGｓでつながろう‼
～出前講座・企業見学の手引き～

３月
若者×かながわSDGsパートナーワークショップ
（働きがい・情報発信・プラごみのない街と海）

１－２パートナーミーティング実施状況 テーマはアンケート等に
基づいて選定！

リアル

リアル

リアル

リアル

リアル

リアル



１－３かながわSDGsパートナー 連携実績
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・食ロス削減推進企業と大手webとの連携開始

・百貨店のＳＤＧｓ展示会への出店

・乳がん検診促進事業に対する支援契約

・廃棄物を活用した製品開発連携

・困難を抱える若者の就労支援

・子どもの衣服交換会における連携

・学童保育と地域企業との連携

（ワークショップ、職場体験、ビーチクリーン）

・フードドライブ

・子ども食堂支援（食育活動、職場体験等）

その他にも…

等々！



２ かながわＳＤＧｓパートナーミーティング

（１）令和6年度年間スケジュール

（２）5月パートナーミーティング開催概要
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２－１ 令和6年度年間スケジュール
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4月
18日
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20日

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

開催方法
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9月～12月、2月～3月テーマは、
下記をベースに検討します！
皆様の登壇申請をお待ちしております！

①ジェンダー・ダイバーシティ
②地域との連携
③サーキュラーエコノミー、
プラごみ削減

④若者世代に向けた取組・連携
⑤子ども(学校・NPO)に向けた
取組・連携

⑥災害対策(ＢＣＰ)
⑦その他

み
ん
な
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
発
表
等
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登壇者募集予定
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日 時 2024年5月10日（金）14:00～16:00

申込み 来週より申込み開始予定

場 所 オンライン（Zoom）

テーマ 脱炭素に関する県施策や企業の取組について（仮）

内 容

第一部 テーマに沿った情報提供 60分

１．基調講演①環境省脱炭素ビジネス推進室

２．基調講演②関東経済産業局省エネルギー対策課

３．神奈川県脱炭素戦略本部室の取組紹介

第二部 パートナーの取組紹介・意見交換 60分
①太平電機(株) 5分

②辻・本郷スマートアセット(株) 5分

③NPO法人游風 5分

④(株)大川印刷 5分

登壇企業毎にブレイクアウトルームに分かれて意見交換等

２－２ 5月パートナーミーティング開催概要



３ かながわSDGｓパートナー地域会

（１）地域会概要

（２）地域会詳細（実施内容、スケジュール等）

（３）第１回（５月）開催概要
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令和６年度の取組



３－１ 地域会概要
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かながわSDGｓパートナーミーティングと並行して
パートナー登録者同士の更なる交流を促進し、
継続的な連携を目指すためのミーティングを定期開催！

地域会の特徴・パートナーミーティングとの違い

 原則２か月に１回の定例開催（リアル、オンラインを計６回想定）

 対象地域は狭域（令和６年度の対象は、県央地域）

 地域に根差した企業等が地域特性や地域課題を話し合う

 参加者それぞれが主体的に取り組むことのできる活動を議論

 ＳＤＧｓの一層の自分事化、自発的なＳＤＧｓの連携を生み出す

地域会を発端とする連携事例も

ロゴマークの申請対象です



３－２ 地域会詳細（実施内容、スケジュール等）
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目指す姿
地域に根差した企業・団体等が「地域特性」や「地域課題」について主体的に議
論することで、課題解決に向けた継続的かつ自発的な連携を生み出していく

日 程
(案)

対 象 県央地域

場 所 Zoom／リアルは地域コミュニティの集会場、合同庁舎、民間会議室等を想定

内 容

１ 有識者によるファシリテート

２ 参加者の取組事例や全国の成功事例の紹介

３ ＳＤＧｓ、中小企業、地域活性を主軸とした「地域課題」の意見交換・発表

４ 事務局によるＳＤＧｓ課題相談、参加者間のマッチングアシスト

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ZOOM ZOOM対面 対面ZOOMZOOM



３－３ 第１回（５月）開催概要
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日 時 2024年5月21日(火) 午前10時～12時

開催方法 オンライン（Zoom） ※ワールドカフェ形式

テーマ 県央エリアから変える！地域力×SDGｓ未来を切り開く（仮）

ファシリテーター 牧瀬稔 教授（関東学院大学法学部地域創生学科）

内 容

１．開会あいさつ 5分

２．趣旨説明 5分

３．牧瀬教授トーク 15分

「地域力×ＳＤＧｓ～中小企業こそ積極的に取り組もう」（仮）

４．グループディスカッション 60分（20分×3コマ）

～地域の中堅・中小企業がSDGｓに取り組む意義とは何か？地域企業がＳＤＧｓの
担い手となり、地域課題の解消や県央エリアの発展につながる未来を考えます～

５．まとめ、次回以降の開催について 30分

申込み https://c763b30d.form.kintoneapp.com/public/6dc988d798e6d639e09da155f7f71c6cdce4193d607e
438fb77fdc490491d526

※下記、フォームよりお申込みください。申込み期間：5月14日（火）まで

https://c763b30d.form.kintoneapp.com/public/6dc988d798e6d639e09da155f7f71c6cdce4193d607e438fb77fdc490491d526


４ パートナー連携について
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（１）かながわSDGｓパートナー連携ロゴが決定！

（２）申請・活用に関するルール等

（３）「かながわみんなのＳＤＧｓ」表彰について

令和６年度の取組



４－１ かながわSDGｓパートナー連携ロゴ
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パートナーの皆さまの投票により、

ロゴデザインを決定しました！

～ロゴはパートナー間での連携事例の発信にご活用いただけます～

用途に合わせたモノクロ版も

SDGsの17色を活用し、
仲良く２羽のカモメで

パートナーを表現したデザイン



４－２ 申請・活用に関するルール等
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①かながわSDGsパートナー２者以上で連携した取組実績があること申請の条件
(1)イベント (2)共同研究 (3)サービス・商品開発 (4)設備の融通・リユース
(5)材料の融通・活用（例：端材等の有効活用） (6)販路開拓（例：店舗・ＥＣサイトを活用した小売拡大）
(7)その他、県が目的を満たすものとして認めるもの

申請の方法

※連携のきっかけ, 実施日, 内容, 効果等をご記入ください

連携内容をパートナーマイページの申請フォームから県へ報告

②連携ロゴの使用規約に同意すること

報告内容は県で審査、通過するとロゴデータのダウンロードが可能に

ロゴの活用

(1)広告やホームページ等の宣伝媒体への表示 (2)イベントやセミナー等の共通標識として表示
(3)連携により開発した商品等のパッケージに表示 (4)その他、当該取組の普及啓発につながるもの

報告者及び連携先は、自由にロゴをご活用いただけます 商用利用もOK!

申請フォームＵＲＬ：

https://c763b30d.form.kintoneapp.com/public/dde61c9c87dbad8bbe0e10e09381
ae87b29f02f0cc41737210548d714bbfae91

https://c763b30d.form.kintoneapp.com/public/dde61c9c87dbad8bbe0e10e09381ae87b29f02f0cc41737210548d714bbfae91


４－３ 「かながわみんなのＳＤＧｓ」表彰について

対 象

募集要件

ＳＤＧｓパートナーの皆さまから募集

他の企業が、ＳＤＧｓに取組むヒントとなるような

取組・連携（新設）を幅広く募集

表 彰

ＳＤＧｓ取組のヒントを＜見える化＞
企業・団体等の皆様が取り組むＳＤＧｓの環境作りをサポート

特に他者の参考になる取組・連携を表彰。リーフレット・特設サイト等で公表

日程(案)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

応募期間 投票・審査期間

「かながわみんなのSDGs賞」

「かながわみんなのSDGs連携賞(仮称)」新

連携賞への応募は、県への報告事例のみが対象です

投票・中小企業診断協会による選定

審査会による選定

表彰式

・ぴぴっとくる！
・取り組みやすい
・実現しやすい 等



５ その他支援等

（１）県の中小企業制度融資

（２）中小企業者のSDGs経営に向けた取組支援

（３）令和6年度全体スケジュール

（４）登録・継続手続き
17

令和６年度の取組



５－１ 県の中小企業制度融資

18

中小企業制度融資とは

中小企業者の皆さまが県内で行う事業活動に必要な資金を円滑に調達できるよう、神奈川県・金融機関・
神奈川県信用保証協会の三者が連携して支援する制度
神奈川県信用保証協会が公的な保証人となり、銀行や信用金庫などの金融機関が長期・固定の低利な融資

を行うのが特徴

ア かながわSDGsパートナー
イ アのうち、SDGsの取組に関する事業計画を策定し、計画を実行する者

対象

資金使途 運転資金・設備資金

融資限度額 ア：2,000万円 イ：4,000万円

融資利率 ア:年1.8%以内 イ:年1.6%以内

融資期間 運転資金：1年超10年以内 設備資金：1年超15年以内

信用保証料率 0.35%から1.42%

※詳細は県ホームページをご確認ください。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m6c/c
nt/f5782/sdgs_shien.html

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m6c/cnt/f5782/sdgs_shien.html


５－２ 中小企業者のSDGs経営に向けた取組支援

●公益財団法人神奈川産業振興センターがSDGsの推進に向けてカーボン

ニュートラルやDX等に取り組む企業を個別支援

≪公益財団法人神奈川産業振興センター（KIP）問合せ先≫

経営総合相談課 TEL：045-633-5200 Mail:soudan@kipc.or.jp

※詳細は公益財団法人神奈川産業振興センター（KIP）ホームページをご確認ください。

・経営アドバイザーの派遣：専門家派遣で1回11,000円、最大8回派遣（有料）

https://www.kipc.or.jp/business-support/management/adviser/

・企業経営の未病改善アドバイザーの派遣：最大3回（無料）

https://www.kipc.or.jp/business-support/management/mibyo/#section3

https://www.kipc.or.jp/business-support/management/adviser/


５－３ 令和6年度全体スケジュール
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

パートナー
ミーティング

リアルリアル リアル

地域会
（県央地域）

オン
ライン

オン
ライン

オン
ライン

オン
ライン

オン
ライン

オン
ライン

オン
ライン

リアル

オン
ライン

リアル

みんなのSDGs
（取組・連携）

応募期間 投票・審査期間

連携報告

オン
ライン

オン
ライン

オン
ライン

オン
ライン

表彰式

随時受付・随時ロゴ配布

第２弾登録申請期間 発表 第３弾登録申請期間
未来応援、
アクション

フードドライブ 実施報告随時受付



５－４ 登録・継続手続き
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年１回以上、ＳＤＧｓに関する活動実績の報告をお願いします。

※２年間１度も報告がない場合は、登録を削除させて
いただく可能性があります。

• クラウドシステム・マイページよりご報告ください。
• 報告内容は自動的に公表されます。
（パートナーミーティングへの参加、社内ビーチクリーンイベントの実施、

ＳＤＧｓに配慮した新商品の開発、太陽光発電設置 等々、何でもOK！）

登録 随時募集

県HPからお申込み（毎月末締め） ➡ 審査（約１ヶ月） ➡ 結果通知・登録（翌月末頃）

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/bs5/sdgs/partner.html

継続
要件


